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１．農業の脱炭素化をめぐる市場背景
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日本も「脱炭素社会」へ移行

2020年10月、日本は「2050年カーボンニュートラル」を宣言

表）国が掲げるカーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略抜粋

出典：農水省「みどりの食料システム戦略について」令和３年６月

・農林水産業での化石燃料ゼロ化は
グリーン成長戦略の最重要事項

・燃油価格上昇は長期化の懸念

・化石燃料からの脱却・転換が
前倒し～加速する可能性

脱炭素は世界の潮流

もはや取り組まざるを得ない！
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農林水産業における 温室効果ガスの内訳

日本の温室効果ガス(GHG)排出量のうち4.4％が農林水産分野。
中でも燃料燃焼によるCO2排出が最も多い

出典：令和４年12月 農水省「みどりの食料システム戦略について」

温暖化の
一番の要因は
「燃料燃焼」



5

みどりの食料システム戦略

出典：令和４年6月 農水省「みどりの食料システム戦略」KPI2030年目標の設定について」
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図➀）Ａ重油価格推移(小型ローリー価格) 07年1月～24年７月時点

栽培用ヒーポン
１次ブーム
(先物投資の過熱。
リーマンショックで沈静化)

栽培用ヒーポン
２次ブーム
(米国シェールガス開発で
供給増～沈静化)

現在
高値圏を維持したまま
約３年高止まりの状況
⇒長期化懸念

過去２回とは
様相が異なる

↓
①脱炭素社会への移行
②世界的な
エネルギー高騰

重油価格が高騰するとヒートポンプの
導入が進む

当時の補助金により
農業用ヒートポンプは
出荷台数過去最高へ

出典：資源エネルギー庁
https://www.enecho.meti.go.jp/statistics/petroleum_and_lpgas/pl007/results.html#headline3

直近の重油価格推移

24年

https://www.enecho.meti.go.jp/statistics/petroleum_and_lpgas/pl007/results.html#headline3
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２．施設園芸におけるヒートポンプ

１）普及状況
２）燃焼暖房とヒートポンプの特性
３）ハイブリッド運転がおすすめ
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施設園芸ハウスの加温設備

ヒートポンプはランニングコスト減・CO2排出に大きく貢献。

・ヒートポンプはハウス栽培でも
重油ボイラー暖房を補完する役割で
過去から使用されています。

・ビニルハウス暖房は主に
重油燃焼型加温機が使われています。

・ダクトにて温風をハウス内に供給し
秋～春にかけて夜間暖房を行います。

※重油燃焼加温機
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ヒートポンプの普及状況

過去のヒートポンプ出荷台数は重油価格上昇と連動。

みどりの食料システム戦略推進により今後普及が進む見通し。

平成26(2014)年度
燃油価格高騰緊急対策
(省エネ設備リース導入支援)

を追い風にブーム到来

表３）令和３(2021)年度補正 産地生産基盤パワーアップ事業

出典：農水省パンフレット
https://www.maff.go.jp/j/seisan/suisin/tuyoi_nougyou
/attach/pdf/sanchipu-39.pdf

表１）農業用ヒートポンプの業界出荷台数推移(2007～2018年)

事業年度 交付額

H24及びH25年度 47億円

H26年度 46億円

H27年度 17億円

4年間計 110億円

表２）2012年～2015年度
燃油高騰対策省エネ設備リース導入事業交付額

出典：令和２年度ヒートポンプ普及見通し調査報告書(2020年8月)
(一財)ヒートポンプ・蓄熱センター

施設園芸エネルギー転換枠創設(20億円)

市場規模：約32億円
(8000台×40万円と仮定)

(支援額：1/2以内) (支援額：1/2以内)

ピークは8000台
(2014年度)

https://www.maff.go.jp/j/seisan/suisin/tuyoi_nougyou/attach/pdf/sanchipu-39.pdf
https://www.maff.go.jp/j/seisan/suisin/tuyoi_nougyou/attach/pdf/sanchipu-39.pdf


燃焼暖房とヒートポンプについて①

燃料 １

0.7
温風

0.3
排気

室外

メリット
 ・即暖性が高い。
 ・外気温度の影響を受けにくい。

デメリット
 ・一定のエネルギーロスあり
 ・排気ガスが発生 

燃焼暖房は一定の廃棄熱ロスが発生
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デメリット
 ・外気温度の影響を受けやすい。
 ・温まるのに時間がかかる。

メリット
 ・熱効率が良く省エネ

４

３

１

ヒートポンプは１の電気で３～４倍の熱エネルギー取得が可能

１の電力

３の大気熱

４の

熱エネルギー

燃焼式暖房とヒートポンプについて②
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ヒートポンプ導入のメリット

１．ランニングコストの削減

・ハウス栽培用温風暖房機燃料の重油価格は不安定。突発的な上昇の懸念も

⇒重油価格変動リスクを低減

・夜間冷房による草勢向上。除湿効果によるカビ・病気予防
（バラ等の花卉、トマトなど）

・近年の猛暑により夜間冷房のニーズが増加

２．夏場の夜冷使用で作物の品質・収益ＵＰ

暖房 冷房（夜間）

除湿

●ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ削減

●ＣＯ２削減

●品質、草勢向上

●生産量アップ

栽培ハウスにヒートポンプ導入で得られるメリット

冬季・夏季を
問わず活用



重油暖房機 ヒートポンプ
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「ハイブリッド運転」で暖房コストを削減

●ヒートポンプの特性

・外気が低くなるほど暖房能力が低下

・外気温が低くなるとデフロストに入りやすい
（
高

）

外
気

（
低

）

ヒートポンプ

重油暖房機

ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ能力

全必要暖房能力

・ヒートポンプは常時運転
・暖房負荷が低い時は
ヒートポンプ単独で運転

ヒートポンプで温度維持
ができない時に併用

運転

＜暖房併用システムのイメージ＞

ヒートポンプ 循環扇

＜設置例＞

循環扇
重油暖房機

低温域まで全てをヒートポンプで暖房するのは

イニシャル・ランニングコストが共に大きくなりメリット小

ヒートポンプ＋重油暖房機併用の
「ハイブリッド運転」がおすすめ

ヒートポンプと既存重油暖房機を併用する「ハイブリッド」を推奨
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３．施設園芸にお使いいただける
ヒートポンプ



ハウス栽培向けヒートポンプ

ハウス栽培専用ヒーポン(床置型) 中温用天井吊ダクト形 一体型

主用途 ハウス栽培用全般 洋ラン、花卉、野菜用、きのこ いちご、きのこ

外観

馬力 ５・８馬力 ３～１０馬力 ５馬力

◆ハウス栽培に使えるヒートポンプ

農業用でご利用いただける空調・冷凍機器を幅広くラインナップ

栽培用天吊ﾀﾞｸﾄ
ｵﾝﾘｰﾜﾝ

中温床置
ｵﾝﾘｰﾜﾝ

＊中温域(10～30℃)、かつ冷暖兼用
可能なダクト型はオンリーワン

＊中温域(15℃)まで冷やせる
一体型(5HP)はオンリーワン

◆床置型機種拡充について

2023年11月６日発売

内容：床置型５馬力機種の拡充

※現行の８馬力室内機＋５馬力室外機を

セットにした5馬力省エネモデル

を新ラインナップ

仕様：ＣＯＰ値（エネルギー消費効率）は

現行５馬力よりアップ

※50HZ地域 3.67⇒4.01

60HZ地域 3.65⇒3.91

現行

新機種
発売
以降

NEW

15
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床置型商品紹介

１）床置型（５・８馬力）

１）低外気時の霜取り運転を最適化。安定した室温を実現

２）プリント基板を樹脂コートした高湿度対応（室内機）

３）スケジュールタイマ付リモコンで温度と運転時間を簡単管理

４）霜付きを抑制する耐食性フィン採用（室外機）

幅広い品目の

施設園芸ハウスで

導入されています！

設定可能温度
暖房：１０～２７℃
冷房：１５～３０℃



17

デフロスト運転（霜取り運転）中は暖房しない

除霜時の
サイクル

◇暖房運転

温風

冷風

室外機背面・
側面に着霜

◇デフロスト運転

冷風
（微風）

温風

着霜した霜を
温風で溶かす

17

デフロスト（霜取り）運転について
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ハウス栽培に適さないヒートポンプ

(時間)

(

温
度)

３５℃

２０℃

吹出し温度

ハウス内温度

暖房運転時間
連続運転が短い

デフロストに入る
都度乱高下

設定温度を
キープできない

※設定温度：20℃

デフロスト運転
短時間で繰り返す

デフロスト（霜取り）運転について
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【ダイキン独自】インテリジェントデフロスト機能で
ハウス内の設定温度をキープ

最大
能力で
昇温

デフロスト（霜取り）運転について



20

天井吊ダクト型

２）天井吊りダクト型（３・５・８・１０馬力）

１）相対湿度９０％迄使用が可能な高耐湿設計

２）吹出自在ダクト（別売品）を用いて直吹出しで使用可能

３）切替スイッチで高静圧、低静圧の変更が可能

しいたけハウスなど

ハウス内でラックを組む

場合に好評

■設定可能温度
３馬力・５馬力
 暖房：１０～３０℃
 冷房：１０～３０℃
８馬力・１０馬力

 暖房：１０～２７℃
 冷房：１０～３０℃
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ハウス栽培専用床置型 製品仕様
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ハウス栽培専用床置型 能力特性
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天井吊ダクト型エアコン 製品仕様
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天井吊ダクト型エアコン 能力特性
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1. 長時間連続暖房運転ができる

2. デフロスト運転が短い

3. デフロスト運転終了後、急速暖房立上げができる

4. 低外気時の能力低下が少ない

・デフロスト対策ができているヒートポンプを使うことで、
ハウス内温度が安定。

・トータル光熱費の削減、栽培作物の品質担保の両立が可能

ヒートポンプ導入目的はランニングコスト削減。
重油暖房機の稼動率を下げることが大前提。

ハウス栽培に適したヒートポンプの条件
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４．ご導入事例



■佐賀県きゅうり農家／中山様ご採用事例 平成27年度農業電化推進コンクール大賞
（農林水産省生産局長賞）受賞

導入事例① きゅうり栽培でのヒートポンプ活用事例

１．冷房除湿運転で、安定収穫
9月末～10月の夜間の残暑でもヒートポンプなら冷房除湿で温度と湿度を

下げることができ、殆どが生産量を落とす中、収量を確保、売価もアップ。

また、植物の癌と呼ばれる「褐斑病」を抑えることもできました。

２．暖房温度を上げても大幅コストダウン
ヒートポンプ導入後、設定温度を上げてもランニングコストを約40万円削減できました。

また、風量が大きく発停も少ないため温度ムラも解消できました。

27
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導入事例① ヒートポンプ導入の定量評価

・10ａハウスに５馬力×２台導入⇒燃油74%削減(9.8kℓ⇒2.5kℓ)
・暖房コストは約半分。収量は20%以上増加

出典：農水省「ヒートポンプの導入による営農改善事例(H29年)」より抜粋



導入事例① 夜冷による褐斑病低減 (除湿効果)
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導入事例② マッシュルーム栽培での重油削減効果

システム概要

◆燃料費比較（重油＋電気料金）

■機種 中温ダクト形ヒートポンプエアコン

LSDYP10C (10馬力) ×10台

＊各ハウスに１台設置

■温度 １７℃設定

ほぼ
半減！

*重油単価
H26：103円/L
H27：93円/L(前年１月) (１月)
導入前：103円/L
導入後：93円/L

■和歌山県「恋野マッシュルーム」様ご採用事例(導入前後の単月比較)

30

重油代＋電気代 １２０万円⇒６５万円（４６％削減）



導入事例③ バラ栽培でのヒートポンプ活用事例
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■三重県 藤原バラ園様ご採用事例

ハウス栽培専用エアコンに更新後、２月でも重油暖房機の稼働がほぼ０に



＜概要＞
機種：中温用エアコン

ＬＳＤＹＰ１０Ｆ×２台

菌床培養室：約１７３㎡

肉厚で美味なブランド椎茸「石川の香」

の菌床を主に製造。培養室の温度管理に

ヒートポンプをご導入

ご評価いただいたポイント

・培養室の温度は17℃～18℃をキープ

する必要があります。湿度も高いですが

安定した温度管理ができています。

・リモコン操作も簡単。液晶部分も大きく

見やすいです。

導入事例④ しいたけ栽培でのヒートポンプ活用事例

■石川県 石川県椎茸菌床センター様ご採用事例
温度管理が必須のしいたけ菌床ブロック保管に中温ダクト型をご採用

32



＜概要＞
機種：中温用エアコン

ＬＳＤＹＰ５Ｆ×３台

オールヒートポンプ（重油暖房機無し）

概要：約1000㎡(55m×18m)、暖房11～15℃

「はなひめ」という品種の中玉トマトを栽培。

従来の温風暖房機に比べ温度管理が容易に。

遠隔監視システム「アシスネット」も同時納入

ご評価いただいたポイント
・以前は場所によってハウス内に温度差が

ありました。寒波の日も問題なくハウス

内温度を保てました。

・故障時の作物への影響は不安でしたが

採用したアシスネットのおかげで、現場

に行く前に異常が分かるので安心です。

安心のアシスネットサービス

室外機にIoT端末を取り付け
 エアコンを遠隔管理！

アシス
ネット
端末⇒

導入事例⑤ トマト栽培でのヒートポンプ活用事例

■福岡県トマト農家／高井良農園様ご採用事例
オールヒートポンプ＋遠隔監視サービス「アシスネット」をご採用

33
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IoT遠隔監視サービス「アシスネットサービス」

室外機にIoT端末を取り付け、万一の不具合を監視～メールにてお知らせ。

費用は室外機１台あたり400円/月
＊対象機種など詳細はｶﾀﾛｸﾞ参照
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ヒートポンプは「リース」でも導入できます

■ダイキン独自の「農業事業者様向け安心保証リース」をご活用ください

・リース期間内は修理費無償
（期間中の複数回故障にも対応）

・動産保険付き
（風水害、落雷、火災、雪害、盗難などの偶発的事故による損害を補償）

・まとまった購入資金は不要
（支払いは月々払いもしくは年2回払いをご選択）

農業事業者様向け安心保証リースのメリット

●７年リースの契約金額とお支払金額（抜粋）

契約金額２００万円 月々支払い ３３,２００円

契約金額３００万円 月々支払い ４９,８００円

契約金額４００万円 月々支払い ６６,４００円

詳細は農業事業者向け安心保証リースチラシをご参照ください
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○エアコンで暖房しても温まらないのでは？
⇒既設の重油ボイラーはそのままでヒートポンプを追加で納入
するハイブリッド使用が基本です。適正な台数を導入すれば
ヒートポンプでもボイラー同様に温まります。既に全国の
加温ハウスの約６％（全メーカー合算）で使われています。

○電気代も上がってるから光熱費削減にならないのでは？
⇒電気代上昇分だけ削減効果は目減りしますが、現状でも
重油価格対比の暖房ランニングコストは安くなります。
また電気代値上げは国への申請事項ですので、重油価格変動
よりは安定しているといえます。

○ご使用中のハウスに適した機種・台数・工事費用を知りたい
⇒ハウスの形状、要求温度をご指示いただけたら最適台数の
試算が可能です。工事費用（電気工事を含む）については
現地調査の上お見積りをさせていただけます。

よくご質問いただく事項（Ｑ＆Ａ）



37

○導入費用がかなりかかると思うのですが・・・
⇒初期費用が不要な安心保証リースでの導入が可能です。
リース期間中の修理費が無償でかつ動産保険が付帯しています
ので、風水害・落雷、雪害、盗難等偶発的な事故による損害も
補償されます。月々もしくは年２回払いが選択可能です。

○ヒートポンプのメンテナンスは何が必要ですか？
⇒室内機のフィルターの清掃のみ必要です。（屋内で使用する
エアコンと同じです。）室外機はメンテフリーです。

○真夏の日中に冷房運転してハウス内を冷やすことはできますか？
⇒夏の日中のハウスは暑すぎて十分な温度に冷やすことは
できません。夏でも夜間であれば外気温度より３℃程度
温度を下げることは可能です。
品目にもよりますが、バラ等の花卉栽培では中間期～夜に
冷房することで品質の安定化、除湿効果による病害の低減を
図っている農家様も多数いらっしゃいます。

よくご質問いただく事項（Ｑ＆Ａ）
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○ハウス内の温度は均一になりますか？
⇒エアコンを追加することでハウス内の気流分布は改善されます。
但し温度ムラは必ず発生しますので、ヒートポンプ使用有無に
関わらず循環扇の併用をお勧めします。

○今使用している環境制御盤でヒートポンプの運転管理は可能？
⇒基本ご使用の制御盤からのＯＮ／ＯＦＦ制御は可能です。
（現地下見時にチェックさせていただきます。）
但し制御盤からの温度設定はできません。ヒートポンプの
リモコンで設定ください。

○耐用年数はどの位ですか？
⇒ご使用環境によって一律ではありませんが、１０年～１３年
程度が目安とお考えください。

（湿度が高いこと、外気の影響を受けやすいことから、一般的な
業務用途のエアコン１３年～１５年より若干短いと想定。）

よくご質問いただく事項（Ｑ＆Ａ）
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５．光熱費試算
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ハウス栽培用エアコン提案書を活用ください

弊社ソフトにて最適な機種選定～光熱費試算が可能です



負荷計算ソフトを用いて試算した一般的なハウスの結果を示します

例）愛知県内の１反トマトハウス(既設ボイラー有り)にヒートポンプを新設し
ハイブリッド化する場合

■ハウス仕様(１反想定)
寸法：間口２０ｍ×奥行５０ｍ＝１０００㎡
軒高：３ｍ 棟高：４ｍ 連棟：１棟

■設定温度(冬場は暖房15℃、夏場は夜冷25℃)
冬季 ：昼間１５℃ 夜間１５℃ 最低外気温-3.4℃
夏季 ：昼間成行(空調なし) 夜間２５℃ 最高外気温34.4℃ ＊愛知県の気象データ

■運転期間 冬季暖房：１１月～５月 夜１７～９時運転 昼１０～１６時運転【計２２ｈ】
夏季冷房：６月～１０月 夜１７～９時運転 【計１６ｈ】

■ハウス仕様
・外装ＰＯ＋２層カーテン（ﾎﾟﾘ＋ﾎﾟﾘ）
・夏場は遮光カーテン有(70%)想定
・暖房負荷を満足するボイラーが
既にあるものと想定

・重油単価95.9円/L (21年11月)
・当社床置８馬力(SFYP224A)で選定

41

提案例 (１反ハウスで冬季暖房＋夜冷 を行う場合)

＜空調負荷結果＞
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試算結果明細①

当社の負荷計算ソフト結果は以下のように表示されます。

■下記台数が最適
①ハイブリッド運転(ボイラー併用)の場合 ８馬力×３台が最適(空調負担率76%)
②オールヒートポンプの場合 ８馬力×８台必要(空調負担率100%)

注）夜間冷房は成り行き。夜間も確実に温度を満足させるには前頁の空調負荷分の設備が必要
(冷房負荷140.15KW÷空調機能力20.0kW＝７台必要)
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試算結果明細②

■ボイラーのみの場合 …電気13万円、重油221万円＝合計234万円

■ハイブリッドの場合 …電気112万円、重油52万円＝合計164万円
夜冷を行っても約70万円(30%)
ランニングコスト削減！
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６．サービス体制



・２４時間３６５日
年中無休で受付対応
(Tel：0120-88-1081)
＊即時訪問をお約束する
わけではございません

・全国５９か所の
サービス拠点から
迅速に訪問します

・パーツセンターは
全国３か所に配備
(東京、大阪、福岡)

“業務用空調ナンバーワン”のダイキンは修理ネットワークも万全。
 納入後のアフターサービスも迅速に対応 (全国５９拠点で対応)

安心の全国サービスネットワーク

45
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本資料に関するお問合せ先

ダイキン工業株式会社 低温事業本部 橋本宛
大阪市北区梅田一丁目１３番１号
大阪梅田ツインタワーズ・サウス
Ｔｅｌ：０６－６１４７－９５４７
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